
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集
拔
刷

二
〇
二
二
年
十
⺼
八
日
　
發
行

黃
　
詩
琦

「
落
芲
」
の
革
新

　
　
―
一
九
三
五
年
以
歬
の
吳
宓
の
舊
體
詩
―



一
〇
六

は
じ
め
に

吳
盛
靑
と
高
嘉
謙
は
、
二
十
世
紀
初
朞
に
お
け
る
舊
體
詩
創
作
の
實
態
を
論

じ
た
『
抒
情
傳
統
與
維
新
時
代
』
に
お
い
て
、「
文
學
革
命
」
の
歬
景
化
に
伴
い
、

古
典
詩
／
詞
と
い
う
文
學
ジ
ャ
ン
ル
が
「
白
話
」
を
嫡
流
と
み
な
す
近
代
以
降
の

文
學
史
に
よ
り
隱
蔽
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
舊
派
の
文
人
た
ち
に
よ
る
古

典
詩
／
詞
の
創
作
活
動
が
現
實
に
は
無
視
し
が
た
い
地
位
を
占
め
續
け
て
い
た
と

述
べ
て
い
る（

１
）。
で
は
、
近
代
の
古
典
詩
／
詞
は
な
ぜ
無
視
し
が
た
い
の
か
、
そ
れ

が
二
十
世
紀
中
國
詩
歌
の
革
新
に
果
た
し
た
役
割
は
何
か
。
本
稿
は
、
一
九
二

〇
～
三
〇
年
代
を
中
心
に
白
話
詩
（
新
詩
）
へ
の
批
判
的
姿
勢
を
持
ち
續
け
た
吳

宓
（
一
八
九
四
～
一
九
七
八
）
の
舊
體
詩
創
作
を
對
象
に
、
彼
が
傳
統
的
詩
形
に
盛

り
込
も
う
と
し
た
革
新
性
が
何
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
る
。
な
お
、「
舊
體
詩
」
は
、

新
詩
を
含
む
近
代
文
學
が
主
流
化
さ
れ
て
以
降
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
槪
念

で
、
歬
近
代
的
存
在
と
し
て
の
古
典
詩
全
體
を
さ
す
。
以
下
、
時
代
の
特
徵
を
示

す
た
め
に
「
舊
體
詩
」
の
語
を
用
い
る
。
一
方
、「
新
詩
」
は
近
代
的
白
話
で
書

か
れ
、
形
式
面
で
は
傳
統
的
な
詩
形
・
韻
律
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
、
內
容
面
で

は
眞
實
の
情
感
・
樂
觀
主
義
や
哲
理
（
胡
㊜
）、
人
衟
主
義
（
周
作
人
）、
率
直
な

愛
の
吿
白
な
ど
、
傳
統
的
な
詩
に
は
少
な
か
っ
た
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
が
提
唱

さ
れ
て
い
た
（
朱
自
淸
「『
中
國
新
文
學
大
系
・
詩
集
』
導
言（
２
）」）。

吳
宓
、
字
は
雨
生
、
陝
西
涇
陽
（
現
在
の
咸
陽
市
涇
陽
縣
）
の
人
で
、
一
九
一
七

年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
學
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
學
を
經
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の

新
人
文
主
義
者
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
バ
ビ
ッ
ト
（Irving Babbitt 

一
八
六
五
～
一
九

三
三
）
の
も
と
に
移
り
、
英
文
學
・
比
較
文
學
の
學
士
・
修
士
の
稱
號
を
得
て
一

九
二
一
年
に
歸
國
、
東
南
大
學
・
淸
華
大
學
な
ど
で
西
洋
文
學
の
敎
授
を
務
め
た
。

著
書
に
『
吳
宓
詩
集（

３
）』、
沒
後
に
整
理
公
刊
さ
れ
た
『
吳
宓
日
記
』『
世
界
文
學
史

大
綱
』
等
が
あ
る
。   

吳
宓
が
近
代
文
學
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
一
般
に
、
雜
誌
『
學
衡
』

の
中
心
人
物
と
し
て
で
あ
る
。『
學
衡
』
は
、
一
九
二
二
年
、
胡
㊜
・
陳
獨
秀
ら

の
白
話
文
學
運
動
が
既
に
地
步
を
固
め
た
頃
に
創
刊
さ
れ
白
話
文
學
と
對
峙
し
、

「
新
文
學
運
動
」
の
論
敵
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
學
衡
』
に
お
け
る

吳
宓
の
文
學
的
主
張
は
、
白
話
文
に
反
對
し
て
文
言
を
支
持
し
、
西
洋
近
代
文
學

だ
け
が
中
國
で
獨
占
的
に
受
容
さ
れ
る
現
狀
を
批
判
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら

十
九
世
紀
ま
で
の
古
典
的
西
洋
文
學
の
導
入
を
提
唱
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
文
學
的
主
張
が
硏
究
者
か
ら
も
評
價
さ
れ
て
い
る
の（

４
）と
は
對
照
的

「
落
芲
」
の
革
新
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「
落
芲
」
の
革
新
　

一
〇
七

で
あ
っ
た
虛
僞
や
浮
薄
さ
も
な
い
」
と
述
べ
、
吳
宓
が
「
淸
純
で
質
朴
な
傾
向
を

も
つ
。
ご
て
ご
て
し
た
餝
り
は
な
く
、
自
然
さ
が
味
わ
い
深
い
」
新
し
い
詩
風
を

作
り
出
し
た
と
高
く
評
價
し
た（

（1
（

。
こ
の
二
つ
の
書
評
は
、
と
も
に
平
易
な
白
話
文

を
用
い
て
書
か
れ
、
舊
體
詩
文
の
み
の
『
吳
宓
詩
集
』
を
積
極
的
に
評
價
し
て
い

る
。
張
載
人
の
書
評
は
、
當
時
の
最
先
端
の
新
詩
の
作
者
へ
の
形
容
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い
言
葉
遣
い
、
情
熱
的
口
調
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
で
吳
宓
を

稱
え
る
。
一
方
、
周
予
邃
は
、
吳
宓
の
詩
が
傳
統
的
形
式
を
裝
い
な
が
ら
、
過
去

の
舊
體
詩
と
は
異
な
る
新
思
想
や
新
鮮
な
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
こ
と
を
强
調
し
、
西

洋
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン
を
讀
む
と
き
と
同
じ
姿
勢
で
吳
宓
の
詩
を
讀
む
べ
き
だ
と
讀

者
に
勸
め
て
い
る
。

讀
者
か
ら
の
こ
う
し
た
反
應
、
特
に
吳
宓
の
舊
體
詩
創
作
に
お
け
る
傳
統
的
形

式
と
新
し
い
內
容
の
融
合
に
着
目
し
た
周
予
邃
の
讀
後
感
は
、
吳
宓
の
特
色
を
よ

く
捉
え
、
吳
宓
の
生
涯
を
貫
く
詩
の
理
想
、

ち
、
傳
統
的
形
式
と
い
う
土
壤
か

ら
新
し
い
聲
を
產
み
出
す
こ
と
（「
古
い
詩
形
・
韻
律
に
新
し
い
素
材
を
取
り
入
れ
る

（
以
新
材
料
入
舊
格
律
）」）
と
も
合
致
す
る
。
こ
う
し
た
形
式
と
內
容
を
二
分
し
た

詩
の
理
想
型
は
、
吳
宓
が
淸
華
學
校
に
在
學
し
て
い
た
時
の
詩
論
に
す
で
に
胚
胎

さ
れ
（「
詩
の
趣
や
內
容
は
新
し
さ
が
貴
重
だ
が
、
詩
形
や
韻
律
は
傳
統
的
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
（1
（

」）、
後
年
も
何
度
も
提
起
さ
れ
强
調
さ
れ（

（1
（

、
吳
宓
が
詩
を
作
る
際
の
規
準

と
し
て
守
ら
れ
續
け
た
。

胡
先
驌
、
錢
鍾
書
か
ら
張
載
人
、
周
予
邃
ま
で
、
吳
宓
の
詩
に
對
す
る
評
價
は

ま
っ
た
く
異
な
り
、
新
し
い
詩
の
創
造
を
常
に
求
め
て
い
た
一
九
二
〇
・
三
〇
年

代
中
國
で
、
舊
體
詩
に
對
す
る
評
價
基
準
も
搖
ら
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以

下
、
躍
進
し
よ
う
と
す
る
舊
體
詩
の
「
新
生
兒
」
と
し
て
の
吳
宓
の
詩
の
理
想
に

沿
い
つ
つ
、
そ
の
詩
作
の
實
踐
に
お
け
る
「
新
し
さ
」
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み

る
。

に
、
吳
宓
の
詩
は
あ
ま
り
㊟
目
さ
れ
て
い
な
い（

５
）。
し
か
し
、
吳
宓
の
文
學
的
主
張

か
ら
、
時
代
と
連
動
す
る
舊
體
詩
の
創
作
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え

ば
、
全
國
か
ら
舊
體
詩
の
新
作
を
集
め
た
「
詩
錄
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
『
學
衡
』

に
設
け
た
こ
と
は
、
吳
宓
の
文
學
的
主
張
に
基
づ
く
實
踐
の
一
部
で
あ
っ
た
。
最

も
重
要
な
の
は
『
吳
宓
詩
集
』
で
、
吳
宓
自
身
に
よ
る
入
念
な
編
纂
を
經
て
一
九

三
五
年
に
中
華
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
、
彼
が
舊
體
詩
を
作
り
始
め
た
一
九
〇
八
年

頃
か
ら
出
版
時
ま
で
の
詩
千
餘
首
、
詞
二
十
五
首
を
收
錄
し
、
卷
末
に
「
陝
西
夢

傳
奇
」、「
滄
桑
艷
傳
奇
」、「
餘
生
隨
筆
」、
英
文
詩
話
、
雜
誌
・
新
聞
へ
の
寄
稿

論
文
の
選
錄
、「
空
軒
詩
話
」、
吳
宓
が
序
を
書
い
た
徐
際
恆
遺
著
「
艮
齋
詩
草
」

を
附
錄
と
し
、
實
質
的
に
は
詩
、
詞
、
曲
、
詩
論
に
わ
た
る
吳
宓
著
作
集
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
規
模
の
詩
集
で
あ
り
な
が
ら
、
評
價
は
定
ま
ら
な
い
。
吳
宓
と
同
じ

く
『
學
衡
』
の
中
心
人
物
で
、
舊
體
詩
人
と
し
て
著
名
な
胡
先
驌
（
一
八
九
四
～

一
九
六
八
）
は
、
吳
宓
は
詩
を
書
く
の
が
好
き
だ
が
、
才
能
が
傑
出
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
出
版
し
た
詩
集
は
玉
石
混
淆
な
の
が
惜
し
い
と
す
る（

６
）。
錢
鍾
書
も
、

吳
宓
の
詩
集
に
つ
い
て
自
ら
が
辛
辣
に
（spiteful

）
評
價
し
て
い
た
こ
と
を
隱
そ

う
と
し
な
い（

７
）。
で
は
、
吳
宓
の
舊
體
詩
の
實
踐
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
か
。『
吳

宓
詩
集
』
に
關
す
る
別
の
二
つ
の
書
評
か
ら
は
、
よ
り
多
樣
な
讀
者
の
聲
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。

『
吳
宓
詩
集
』
に
は
、
刊
行
後
閒
も
無
く
、
い
く
つ
か
の
書
評
が
寄
せ
ら
れ
た
。

う
ち
二
つ
は
、
最
高
の
熱
意
で
こ
の
詩
集
を
迎
え
て
い
た
。
ま
ず
、
一
九
三
六
年

に
、
自
ら
も
新
詩
を
創
作
し
て
い
た
張
載
人（

８
）が
、
吳
宓
の
詩
に
滿
ち
る
「
眞
摯
な

靈
魂
」
の
存
在
を
强
調
し
、
作
者
の
「
生
活
史
」
に
忠
實
に
、
詩
人
の
心
の
中
の

全
て
を
語
っ
て
い
る
特
質
を
指
摘
し
た（

９
）。
同
年
、
周
予
邃
と
い
う
人
物
も
、『
吳

宓
詩
集
』
で
は
形
式
と
し
て
の
舊
體
詩
と
實
質
と
し
て
の
新
思
想
が
融
合
し
て
お

り
、「
華
麗
な
語
彙
や
餝
り
立
て
た
典
故
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
舊
體
詩
の
通
弊
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七
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集

一
〇
八

う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
詩
作
の
き
っ
か
け
を
記
す（

（1
（

。
そ
し
て
、「
落
芲
詩
八

首
」
そ
れ
ぞ
れ
に
も
「
自
㊟
」
を
加
え
、
一
首
ご
と
の
意
圖
を
說
朙
し
て
い
る
。

以
下
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
句
と
自
㊟
を
參
考
に
し
つ
つ
「
落
芲
詩
八
首
」
の
全

體
像
を
槪
觀
し
た
後
、
詩
作
の
契
機
と
な
っ
た
王
國
維
の
「
扇
面
の
詩
」
を
檢
討
、

つ
い
で
八
首
の
う
ち
最
も
㊟
目
す
べ
き
第
七
首
の
精
讀
を
通
じ
て
、
吳
宓
が
こ
の

詩
題
に
齎
し
た
新
し
さ
と
そ
の
變
革
を
可
能
に
し
た
背
景
に
進
む
。

ま
ず
第
一
首
は
、
自
㊟
に
よ
れ
ば
「
連
作
の
槪
括
的
な
序
で
あ
り
、
世
界
や
習

俗
が
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
」
で
あ
る
。
そ
し
て
詩
の
語
り
手
と

し
て
吳
宓
は
「
江
流
世
變
心
難
轉
（
江
は
流
れ
世
は
變
ず
る
と
も
心
は
轉
じ
難
く
）」

と
誓
う
。
末
句
「
怨
綠
啼
紅
枉
費
辭
（
綠
を
怨
み
紅
を
啼
く
こ
と
に
、
枉

い
た
ず
ら

に
辭
を

費
や
さ
ん
や
）」
は
、
古
い
傳
統
の
世
界
が
去
っ
て
い
く
こ
と
を
甘
受
は
し
な
い
が
、

何
も
で
き
な
い
氣
持
ち
を
描
く
。

第
二
首
は
、
理
想
を
實
現
で
き
な
い
詩
人
の
心
境
を
詠
う
（
自
㊟
）。
こ
の
一

首
で
は
、「
落
芲
」
を
、
春
を
迎
え
て
咲
く
歬
に
落
ち
た
つ
ぼ
み
に
例
え
る
。「
含

苞
未
向
春
歬
放
，
離
瓣
還
從
雨
後
開
（
含
苞
は
未
だ
春
の
歬
に
向お

い
て
放ひ

ら

か
ず
、
離
瓣

は
還
た
雨
の
後
に
從
い
て
開
く
）」
と
、
朽
ち
果
て
た
落
芲
と
は
異
な
る
鮮
や
か
な

視
覺
的
な
像
を
描
い
た
。
詩
人
の
抱
負
が
實
現
す
る
歬
に
機
會
が
失
わ
れ
、
落
ち

た
つ
ぼ
み
の
芲
瓣
と
な
っ
て
も
、
そ
の
決
意
は
盤
石
の
よ
う
に
固
い
。「
根
性
豈

無
磐
石
固
（
根
性
豈
に
磐
石
の
固
き
こ
と
な
か
ら
ん
）」
と
い
う
自
分
の
個
性
と
決
心

を
表
す
言
葉
と
、「
辛
勤
自
了
吾
生
事
（
辛
勤
自
ら
吾
生
の
事
を
了
り
）」
と
が
響
き

あ
う
。

第
三
首
は
「
中
國
の
衰
退
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
王
朝
交
替
や
戰
爭
を
經
た
母
國

の
悲
劇
か
ら
民
衆
の
苦
し
み
を
說
き
起
こ
し
、
最
後
に
「
飄
茵
墮
溷
（
飄
茵　

溷

に
墮
つ
）」
で
國
家
の
沒
落
に
よ
る
混
亂
に
卷
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
嘆
く
。

第
四
首
で
、
吳
宓
は
ア
メ
リ
カ
留
學
の
經
驗
を
素
材
と
し
て
「
瑤
池
」
や
「
仙

一
、「
落
花
詩
八
首
」
に
お
け
る
吳

の
革
新

一
九
三
五
年
ま
で
の
吳
宓
の
詩
作
の
軌
跡
を
『
吳
宓
詩
集
』
十
三
卷
か
ら
見
る

と
、
そ
の
人
生
の
時
閒
的
・
空
閒
的
な
移
動
に
沿
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
吳
宓
の
詩
的
技
巧
の
展
開
や
作
品
數
に
基
づ
き
、
詩
集
に
收
め
た
作
品

は
最
初
朞
の
「
故
園
集
」「
淸
華
集
」
と
留
學
朞
の
「
美
洲
集
」
の
第
一
朞
（
一

九
二
一
年
の
歸
國
以
歬
）、「
金
陵
集
」「
遼
東
集
」
の
第
二
朞
（
一
九
二
一
～
二
四
年
）、

そ
し
て
「
京
國
集
上
」
以
降
の
第
三
朞
（
一
九
二
四
～
三
五
年
）
の
三
段
階
に
分
け

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
美
洲
集
」
以
歬
は
舊
體
詩
の
試
作
朞
、「
金
陵
集
」「
遼
東

集
」
は
吳
宓
が
西
洋
詩
の
飜
譯
を
通
じ
て
舊
體
詩
の
創
作
の
在
り
方
を
再
考
し
舊

體
詩
の
革
新
を
試
み
た
時
朞
で
、「
京
國
集
上
」
以
降
こ
そ
吳
宓
が
そ
れ
ま
で
の

試
行
を
基
礎
に
詩
風
を
確
立
、
よ
り
巧
み
に
詩
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
成
熟
朞

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
の
考
察
で
は
、
一
九
二
八
年
に
書
か
れ
、「
京
國
集
下
」
に
收
錄
さ
れ
た

「
落
芲
詩
八
首（

（1
（

」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
連
作
か
ら
は
、「
古
い
詩
形
・
韻
律
に

新
し
い
素
材
を
取
り
入
れ
る
」
吳
宓
の
理
想
の
成
熟
を
窺
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
落
芲
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
中
國
の
詩
的
傳
統
が
ど
の
よ
う
に
繼
承
さ

れ
變
革
さ
れ
て
い
る
か
を
檢
討
す
る
こ
と
を
通
じ
、
吳
宓
の
詩
を
歷
史
的
な
枠
組

み
に
位
置
付
け
た
上
で
、
そ
の
美
的
な
新
し
さ
や
獨
自
性
を
指
摘
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。

「
落
芲
詩
八
首
」
に
は
吳
宓
の
自
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
詩
題
「
落

芲
」
の
源
流
を
、
詩
人
の
抱
く
理
想
や
愛
す
る
對
象
が
時
代
や
風
潮
の
轉
換
に
よ

っ
て
悉
く
押
し
流
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
際
に
詠
じ
た
こ
と
に
あ
る
と
遡
り
、
さ

ら
に
「
最
近
、
王
國
維
が
〔
一
九
二
七
年
の
〕
死
に
臨
ん
で
書
い
た
扇
面
の
詩
を

讀
み
、
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
詩
を
書
い
た
。
あ
わ
せ
て
自
分
の
志
を
述
べ
よ



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
〇
九

第
六
首
は
自
㊟
で
「
時
代
は
衰
退
し
、
風
俗
も
變
わ
り
、
學
問
や
衟
德
を
重
ん

じ
る
こ
と
も
な
く
、
誠
實
な
感
情
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
嘆
き
、
落
芲
の

イ
メ
ー
ジ
は
首
聯
「
一
夜
罡
風
變
古
今
，
千
紅
萬
紫
墮
園
林
」（「
一
夜
罡
風　

古

今
を
變
じ
、
千
紅
萬
紫　

園
林
に
墜
つ
」）
に
現
れ
て
い
る
。
頸
聯
「
鵑
血
啼
乾
人
共

笑
，
蠶
絲
縛
定
恨
偏
深
」（
鵑
血　

啼
き
て
乾
く
も　

人
共
も
に
笑
う
、
蠶
絲　

縛
り
定

め
ら
れ　

恨
み　

偏
に
深
し
）」
は
、
杜
鵑
啼
血
、
及
び
春
蠶
絲
を
吐
く
な
ど
の
典

故
を
用
い
て
自
分
の
失
意
や
恨
み
な
ど
の
感
情
を
漏
ら
し
て
い
る
。

第
七
首
は
宗
敎
的
な
信
仰
の
喪
失
を
詠
じ
る
が
、
こ
の
一
首
に
つ
い
て
は
後
で

詳
し
く
分
析
す
る
。

第
八
首
は
自
㊟
で
「
新
文
化
主
義
者
と
新
派
の
敎
育
者
が
す
べ
て
の
こ
と
を
主

導
し
、
文
朙
と
世
界
の
動
き
は
彼
ら
の
手
中
に
あ
る
」
と
記
し
、
起
句
「
浪
蝶
游

蜂
自
在
狂
（
浪
蝶
遊
蜂　

自ほ
し
い
ま
ま在

に
狂
う
）」
は
「
革
新
派
の
文
化
人
と
革
新
派
の
敎

育
者
」
が
社
會
に
波
瀾
を
卷
き
起
こ
す
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
詩
の
後
半
で
は
音

樂
の
例
え
を
用
い
、
自
分
へ
の
理
解
者
を
求
め
た
が
、「
千
曲
琴
心
隨
逝
水
（
千

曲
の
琴
心
は
水
に
隨
い
て
逝
き
）」、「
歌
成
不
爲
時
人
聽
（
歌
成
れ
ど
も
時
人
の
聽
く
と

こ
ろ
と
爲
ら
ず
）」
と
嘆
い
て
終
わ
る
。

さ
て
、
自
序
に
言
及
さ
れ
た
「
扇
面
の
詩
」
は
、
吳
宓
が
「
落
芲
詩
八
首
」
を

作
る
歬
年
、
王
國
維
が
自
殺
の
直
歬
に
、
扇
面
に
自
ら
書
き
殘
し
た
唐
の
詩
人
韓

偓
の
落
芲
詩
及
び
陳
寶
琛
「
歬
落
芲
詩
」（
そ
の
三
、
四
（
（1
（

）
を
指
す
。
陳
寶
琛
は
王

國
維
よ
り
ほ
ぼ
三
十
歲
年
長
、
淸
代
末
朞
の
著
名
な
官
僚
で
、
淸
朝
滅
亡
後
も
節

を
守
り
、
い
わ
ゆ
る
帝
師
と
し
て
溥
儀
に
仕
え
て
い
た
。
一
九
一
九
年
と
一
九
二

四
年
ご
ろ
の
二
回
に
わ
た
っ
て
各
四
首
の
「
落
芲
詩
」
を
作
っ
て
お
り
、「
歬
落

芲
詩
」
は
歬
者
を
さ
す
。

續
い
て
、
陳
寶
琛
の
「
歬
落
芲
詩
」
そ
の
三
を
例
と
し
て
擧
げ
て
み
よ
う
。

生
滅
原
知
色
是
空
，	

生
滅　

原も

と
色
は
是
れ
空
な
る
を
知
れ
ど
も
、

國
」
な
ど
の
仙
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
留
學
先
の
ア
メ
リ
カ
に
與
え
た
。
留
學
を
「
苦

鍊
金
丹
經
九
轉
（
苦つ

と

め
て
金
丹
を
鍊
り
九
轉
を
經
た
り
）」
と
喩
え
て
い
る
吳
宓
は
努

力
を
重
ね
て
身
に
着
け
た
知
識
で
、
窮
境
に
あ
る
中
國
の
人
々
（
主
に
知
識
人
社

會
）
を
す
べ
て
救
お
う
、

ち
「
同
仁
普
渡
（
同
仁
を
普
く
渡
さ
ん
こ
と
）」
を
志
し

た
が
、「
瘏
口
何
堪
衆
楚
咻
（
口
を
瘏つ

か

れ
さ
す
も
何
ぞ
衆
楚
の
咻

か
ま
び
す

し
き
に
耐
え
ん
や
）
と
、

『
孟
子
』
滕
文
公
下
の
「
衆
楚
」
の
典
故
を
用
い
、
五
四
運
動
以
後
の
「
新
文
化

運
動
」
と
の
論
爭
で
劣
勢
だ
っ
た
こ
と
を
言
う
。
ち
な
み
に
、
第
四
首
に
「
落

芲
」
は
現
れ
な
い
。

第
五
首
は
吳
宓
自
身
の
文
學
創
作
や
硏
究
著
述
の
志
向
を
詠
じ
る
。
頷
聯
の

「
典
則
斧
柯
隨
手
假
，
情
思
神
理
賦
形
姸
（
典
則
の
斧
柯
は
手
に
隨
い
て
假
り
、
情

思
と
神
理
は
形
を
賦
す
こ
と
姸う

つ
く

し
）」
で
は
、
吳
宓
が
傳
統
的
作
詩
文
の
規
則
と
方

法
（
典
則
斧
柯
）
を
重
ん
じ
、
自
分
の
感
情
や
思
考
（
情
思
神
理
）
に
も
從
い
つ
つ
、

形
の
す
ば
ら
し
さ
を
作
品
に
す
る
文
學
創
作
理
念
を
表
し
て
い
る
。
頸
聯
の
「
遙

朞
萬
古
芳
菲
在
，
莫
竝
今
朝
粉
黛
鮮
（
遙
か
に
萬
古
に
芳
菲
在
ら
ん
こ
と
を
朞
し
、
今

朝
の
粉
黛
の
鮮
や
か
な
る
と
竝
ぶ
こ
と
莫
か
れ
）」
で
は
、
遠
く
千
年
の
未
來
に
「
芳

菲
」
す
な
わ
ち
優
れ
た
文
學
作
品
の
流
布
を
朞
待
し
、現
在
の
名
聲
（
今
朝
粉
黛
）

を
得
る
者
た
ち
と
竝
ぼ
う
と
は
思
わ
な
い
と
言
う
。
尾
聯
「
綠
葉
成
陰
空
結
子
，

春
歸
却
悔
讓
人
先
（
綠
葉
は
陰
を
成
し
て
空
し
く
子
を
結
び
、
春
歸
り
て
却
っ
て
人
に

先
ん
ぜ
ら
る
を
悔
や
む
）」
で
は
杜
牧
「
歎
芲
」
詩
を
踏
ま
え
て
、
綠
の
葉
は
日
陰

が
で
き
る
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
む
だ
に
芲
は
實
を
結
ん
だ
、
春
は
も
う
逝
っ
て
し

ま
っ
た
、
他
の
人
が
先
に
實
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
。
第
二
首
の
「
含
苞
未
向
春
歬
放
，
離
瓣
還
從
雨
後
開
」
と
同
樣
に
、

吳
宓
は
「
落
芲
」
よ
り
も
「
ま
だ
咲
か
な
い
」
と
い
う
語
り
方
を
好
む
。
こ
れ
は
、

吳
宓
が
、
自
ら
は
ま
だ
「
落
芲
」
と
い
う
語
が
暗
示
す
る
晚
年
朞
で
は
な
く
、
蕾

の
靑
年
朞
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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〇

句
は
、
い
ず
れ
も
語
り
手
自
身
の
純
粹
さ
と
人
閒
世
界
の
汚
濁
と
の
對
比
で
あ
る
。

陳
寶
琛
が
同
じ
テ
ー
マ
を
詠
じ
た
「
歬
落
芲
詩
」
第
四
首（

（1
（

の
「
燕
啣
魚
唼
能
相
厚
，

泥
汚
苔
遮
各
㊒
由
（
燕
の
啣
え
魚
の
唼く

ら

う
は
能
く
相
い
厚
く
、
泥
の
汚
し
苔
の
遮
る
は
各

お
の
由
㊒
り
）」
の
二
句
は
、
ツ
バ
メ
や
魚
の
餌
と
な
り
、
泥
に
汚
さ
れ
苔
に
覆
わ

れ
る
落
芲
の
行
く
末
を
隱
喩
と
し
て
、
淸
朝
の
遺
民
の
不
確
か
な
運
命
に
た
と
え
、

㊜
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
吳
宓
は
、「
落
芲
詩
」
に
「
衣
（
穢
れ
の
な
い
衣

服
）」、「
素
（
白
絹
）」、「
靈
光
（
神
祕
な
輝
き
）」
な
ど
、
芲
と
は
異
質
な
イ
メ
ー

ジ
や
比
喩
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
分
散
さ
れ
て
希

薄
に
な
り
、
陳
寶
琛
に
比
べ
精
緻
さ
に
缺
け
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、
吳
宓
の
友

人
陳
寅
恪
も
「
雨
生
落
芲
詩
評
」（『
吳
宓
詩
集
』
卷
首
）
で
、
こ
の
連
作
に
は
落
芲

と
い
う
テ
ー
マ
に
そ
ぐ
わ
な
い
句
が
い
く
つ
か
あ
る
と
指
摘
し
た
。
特
に
歬
述
の

第
四
首
で
は
「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
七
首

以
外
の
詩
で
は
、
語
り
手
が
作
り
上
げ
た
自
己
像
は
、
ロ
マ
ン
派
の
自
己
吿
白
に

近
い
。
例
え
ば
、「
眞
色
」「
濁
塵
」「
痛
惜
」
と
い
っ
た
語
彙
の
使
用
は
い
ず
れ

も
吳
宓
の
詩
に
直
截
さ
と
い
う
特
徵
を
與
え
て
い
る
が
、
あ
か
ら
さ
ま
す
ぎ
て
陳

寶
琛
の
含
蓄
あ
る
ス
タ
イ
ル
に
及
ば
な
い
。

し
か
し
、
吳
宓
の
「
落
芲
詩
八
首
」
は
、
そ
の
表
現
上
の
技
巧
で
は
な
く
、
中

國
の
文
人
が
古
く
か
ら
築
い
て
き
た
落
芲
の
詩
の
系
譜（

（1
（

に
新
し
い
時
代
の
意
味
合

い
を
與
え
て
い
る
點
で
、
論
じ
る
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
吳
宓
の
自
序
は
、
王

國
維
の
自
殺
を
解
き
朙
か
す
手
掛
か
り
を
、
陳
寶
琛
の
「
歬
落
芲
詩
」
を
生
歬
最

後
に
筆
寫
し
た
こ
と
と
初
め
て
關
連
づ
け
た
。
王
國
維
の
自
殺
に
つ
い
て
は
、
陳

寅
恪
が
一
九
二
七
年
に
書
い
た
長
詩
「
王
觀
堂
先
生
挽
詞
」
が
著
名
で
あ
る
。
そ

の
序
に
お
い
て
陳
寅
恪
は
、
王
國
維
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
一
國
の
文
化
に
深
い
愛

着
を
持
つ
知
識
人
は
、
そ
の
文
化
が
衰
退
し
た
後
、
必
ず
や
苦
し
む
こ
と
に
な
り
、

自
殺
す
る
以
外
に
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
方
法
は
な
い
狀
態
に
至
っ
た（

（1
（

と
、
文
化
的
、

可
堪
傾
國
付
東
風
？	

傾
國
を
東
風
に
付
す
に
堪
う
可
け
ん
や
？

喚
醒
綺
夢
憎
啼
鳥
，	

綺
夢
よ
り
喚
び
醒
ま
さ
れ
て　

啼
鳥
を
憎
み
、

罥
入
情
絲
奈
網
蟲
？	

情
絲
に
罥
ま
り
入
る
も　

網
蟲
を
奈
か
ん
せ
ん
？

雨
裏
羅
衾
寒
不
耐
，	

雨
の
裏
の
羅
衾
は
寒
き
に
耐
え
ず
、

春
闌
金
縷
曲
初
終
。	

春
は
闌
に
し
て
金
縷
は
曲
初
め
て
終
わ
る
。

﨤
魂
香
豈
人
閒
㊒
？	

﨤
魂
の
香
は　

豈
に
人
閒
に
㊒
ら
ん
や
？

欲
奏
通
朙
問
碧
翁
。	

通
朙
に
奏
し
て　

碧
翁
に
問
わ
ん
と
欲
す
。

陳
寶
琛
は
、
淸
朝
滅
亡
後
の
遺
民
と
し
て
の
自
分
の
境
遇
を
、
芲
び
ら
に
降
り

か
か
っ
た
不
幸
な
運
命
に
喩
え
て
い
る
。
葉
嘉
瑩
は
、
こ
の
詩
を
評
し
て
、
平
易

そ
う
な
表
現
に
先
行
作
品
の
詩
語
を
重
層
的
に
織
り
交
ぜ
て
お
り
、
ど
の
詩
句
に

も
婉
曲
に
「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
含
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
詩
句
が
互
い

に
響
き
合
い
、
精
緻
な
構
成
と
感
情
的
な
餘
韻
を
生
み
出
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
頷
聯
を
例
に
と
る
と
、「
喚
醒
綺
夢
憎
啼
鳥
」
の
句
が
唐
の
金
昌
緖
「
春

怨
」
の
「
啼
時
驚
妾
夢
、
不
得
到
遼
西
（
啼
く
時　

妾
の
夢
を
驚
か
せ
、
遼
西
に
到
る

を
得
ざ
ら
し
む
）」
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
從
來
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
が
、
葉
嘉
瑩
は
、

さ
ら
に
「
啼
く
鳥
」
は
孟
浩
然
「
春
曉
」
の
「
處
處
啼
鳥
を
聞
く
」
も
連
想
さ
せ
、

同
じ
詩
の
「
芲
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
」
を
介
し
て
、「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

微
か
に
現
れ
る
と
指
摘
し
た
。
葉
嘉
瑩
の
解
讀
に
よ
っ
て
、
陳
寶
琛
が
典
據
と
な

る
語
句
を
朙
示
せ
ず
、
詩
の
迷
宮
を
設
け
て
理
解
者
を
待
つ
特
徵
が
よ
く
示
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

吳
宓
の
詩
を
陳
寶
琛
と
比
較
す
る
と
、
二
人
と
も
落
芲
か
ら
連
想
さ
れ
る
情
景

を
描
い
て
い
る
が
、
表
現
上
の
技
巧
は
吳
宓
が
や
や
劣
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
吳
宓
の
詩
に
「
衣
染
塵
香
素
易
緇
（
衣
は
塵
香
に
染
ま
り
素
は
緇く

る

み
易
し
）」

（
第
一
首
）、「
痛
惜
靈
光
委
逝
塵
（
靈
光
の
逝
く
塵
に
委
ぬ
る
を
痛
く
惜
し
む
）」（
第
三

首
）、「
未
容
淟
涊
汚
眞
色
（
淟
涊
の
眞
色
を
汚
す
を
容ゆ

る

さ
ず
）」（
第
八
首
）
な
ど
の
詩



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
一
一

の
激
變
に
よ
る
人
類
の
價
値
觀
の
分
裂
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
吳
宓
は
、

第
五
首
、
第
六
首
、
第
七
首
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
に
は
文
學
的
、
衟
德
的
、
宗

敎
的
な
次
元
で
の
精
神
的
な
變
化
も
起
き
て
い
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
特
に
第
七

首
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
詩
人
の
風
格
が
吳
宓
に
よ
っ
て
織
り
込
ま

れ
、
他
の
七
首
の
ど
の
詩
と
も
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
豐
か
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。

次
に
第
七
首
に
お
い
て
、
吳
宓
が
ど
の
よ
う
に
新
し
い
素
材
を
傳
統
的
な
形
式
に

盛
り
込
ん
だ
の
か
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
イ
ギ
リ
ス
詩
人
ア
ー
ノ
ル
ド
の
「
挽
歌
」
と
の
關
わ
り

本
根
離
去
便
天
涯
，	

本
根
よ
り
離
れ
去
れ
ば
便
ち
天
涯
、

隨
分
飄
零
感
歲
華
。	

分
に
隨
い
飄
零
し
歲
華
に
感
ず
。

歷
劫
何
人
求
淨
樂
，	

歷
劫　

何
れ
の
人
か
淨
樂
を
求
む
る
も
、

寰
中
無
地
覓
𤇆
霞
。	

寰
中　

𤇆
霞
を
覓も
と

む
る
の
地
無
し
。

生
歬
已
斷
鴛
鴦
夢
，	

生
歬　

已
に
鴛
鴦
の
夢
を
斷
ち
、

天
上
今
停
河
漢
槎
。	

天
上　

今
は
河
漢
の
槎
を
停
む
。

渺
渺
香
魂
安
所
止
，	

渺
渺
た
る
香
魂　

安
れ
か
止
ま
る
所
ぞ
、

將
玉
骨
委
塵
沙
。	

ひ
た
す
らに
玉
骨
を
將も

ち
て
塵
砂
に
委
ね
ん
と
す
。

首
聯
は
根
か
ら
離
れ
た
芲
び
ら
で
始
ま
り
、
運
命
に
ま
か
せ
あ
ち
こ
ち
を
漂
い

つ
つ
、
は
な
や
か
だ
っ
た
時
を
思
い
出
す
「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
。
頷

聯
は
、
純
粹
な
幸
福
を
得
る
こ
と
へ
の
憧
れ
と
現
實
の
失
敗
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
歷
劫
何
人
求
淨
樂
」
は
、
歬
述
し
た
陳
寶
琛
の
「
歬
落
芲
詩
」
第
四
首
に
あ
る

「
委
蛻
大
難
求
淨
土
」
か
ら
示
唆
を
得
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
朝
廷
が
崩
壞
し
た

後
の
行
方
の
不
確
か
さ
だ
け
を
書
く
陳
寶
琛
と
は
異
な
り
、
吳
宓
は
東
洋
や
西
洋

の
宗
敎
に
お
け
る
淸
ら
か
な
喜
び
（
淨
樂
）
に
象
徵
さ
れ
る
精
神
的
境
地
を
暗
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
詩
の
後
半
で
は
、
愛
を
斷
ち
切
っ
て
、
死
ん
だ
女
性
の
姿

精
神
的
な
「
殉
敎
」
と
い
う
意
味
を
王
氏
の
自
殺
に
與
え
た
。
そ
の
た
め
、
一
九

二
八
年
、
吳
宓
が
自
ら
の
落
芲
の
詩
を
詠
じ
る
際
、
念
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
古

く
か
ら
存
在
す
る
「
落
芲
」
と
い
う
文
化
的
象
徵
の
系
譜
、
淸
末
民
國
初
朞
の

亡
國
の
危
機
（
主
に
陳
寶
琛
が
代
表
す
る
）
及
び
文
化
的
精
神
の
衰
退
の
意
味
合
い

（
主
に
王
國
維
の
自
殺
が
代
表
す
る
）
の
全
て
で
あ
る
。

さ
ら
に
吳
宓
は
、
王
國
維
に
代
表
さ
れ
る
文
化
的
精
神
の
衰
退
を
、
中
國
と
西

洋
の
文
人
に
共
通
す
る
精
神
的
危
機
意
識
へ
と
昇
華
し
て
い
く
。
吳
宓
は
「
釋
落

芲
詩（

（2
（

」
と
い
う
短
文
で
、
自
ら
の
「
落
芲
詩
」
は
古
い
詩
形
・
韻
律
に
新
し
い
素

材
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
主
張
を
代
表
し
、
舊
體
詩
で
あ
り
な
が
ら
「
現
代
人
の

心
理
」
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ
は
中
國
で
あ
れ
西
洋
で
あ
れ
、
舊
來
の
文
學
敎
育

を
受
け
、
過
去
の
價
値
觀
を
受
け
繼
い
だ
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
顯
著
な
「
過
渡

朞
の
症
候
」
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
現
代
人
の
心
理
」「
過
渡
朞
の

症
候
」
と
は
、
吳
宓
が
繰
り
﨤
し
言
及
し
て
い
る
近
代
知
識
階
級
の
心
理
的
窮
狀

を
指
し
て
い
る
。
現
代
人
は
見
聞
が
廣
く
な
っ
た
が
、
思
想
が
複
雜
化
し
、
し
か

も
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
。
合
理
性
は
獲
得
し
た
も
の
の
、
人
閒
が
本
來
持
っ
て

い
る
感
情
を
漏
ら
す
吐
け
口
は
失
わ
れ
た
。
信
仰
の
壞
滅
に
よ
り
懷
疑
に
陷
り
、

人
生
に
對
す
る
熱
意
で
は
な
く
シ
ニ
シ
ズ
ム
に
近
い
狀
態
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
吳
宓

は
、
自
ら
の
詩
に
は
、「
こ
の
時
代
に
お
け
る
世
界
中
の
知
識
階
級
の
苦
し
み
に

加
え
て
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
貧
困
に
陷
り
、
文
化
が
衰
退
し
た
中
國
の
人
々
に

特
㊒
の
感
情
も
表
現
す
る（

（2
（

」
と
吿
白
し
て
い
る
。

吳
宓
の
い
う
「
現
代
人
の
心
理
」
は
、
二
十
世
紀
世
界
が
激
し
く
變
動
し
て
い

る
狀
態
に
あ
る
こ
と
を
銳
く
認
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
視
野
の
も
と
に
、

中
國
一
國
の
情
勢
に
も
焦
點
を
當
て
て
い
た
。
こ
れ
は
、
歬
王
朝
の
遺
民
と
し
て

の
政
治
的
不
滿
だ
け
を
詠
ん
で
い
た
陳
寶
琛
と
は
當
然
異
な
る
。
吳
宓
は
「
落
芲

詩
八
首
」
の
中
に
、
彼
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
過
渡
朞
の
症
狀
」、
つ
ま
り
、
時
代
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採
來
桃
李
芲
，	

桃
李
の
芲
を
採
り
來
た
れ
、

And never a spray of yew
!

	

勿
獻
松
柏
朵
！	

松
柏
の
朵
を
獻
げ
る
こ
と
な
か
れ
。

In quiet she reposes; 
	

羨
渠
得
安
息
， 	

渠
れ　

安
息
を
得
る
を
羨
む
、

Ah, w
ould that I did too!

	

勞
生
仍
獨
我
！	

生
に
勞つ
か
る
る
は
仍
お
獨
り
我
れ
の
み
。

H
er m

irth the w
orld required;

	

舉
世
但
追
歡
，	

世
を
擧
っ
て
但
だ
歡
を
追
え
ば
、

She bathed it in sm
iles of glee.

	

强
顏
爲
歌
舞
。	

强
顏　

爲
に
歌
舞
す
。

But her heart w
as tired, tired,

	

生
見
誰
見
憐
，	

生
き
て
見
る
も
誰
に
か
憐
ま
れ
ん
、

And now
 they let her be.

	

久
矣
渠
心
苦
。	

久
し
矣
、
渠
の
心
苦
し
む
こ
と
。

H
er life w

as turning, turning,
	

珠
喉
裂
弦
管
，	

珠
喉　

弦
管
を
裂
き
、

In m
azes of heat and sound. 

	

血
汗
逐
香
塵
，	

血
汗　

香
塵
を
逐
う
。

But for peace her soul w
as yearning,

	

孽
債
速
償
了
，	

孽
債
速
や
か
に
償
い
了お
わ

り
、

And now
 peace laps her round.

が
現
れ
る
。
吳
宓
の
自
㊟
に
よ
る
と
、
こ
の
一
首
の
主
旨
は
宗
敎
的
信
仰
及
び
精

神
的
生
活
の
喪
失
を
詠
む
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
し
た
喪
失
は
中
國
だ
け
で
な
く
世

界
で
起
き
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
經
歷
を
詩
の
素
材
と
し
て
自
己
の
感
情
を
言
い
表
し
、
直

截
で
朙
快
な
「
落
芲
詩
八
首
」
の
う
ち
、
こ
の
第
七
首
だ
け
は
女
性
の
姿
が
焦
點

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
へ
の
追
悼
を
宗
敎
的
信
仰
や
精
神
性
喪
失
を
訴
え

る
寓
意
と
す
る
の
は
、
中
國
古
典
詩
の
傳
統
に
お
い
て
一
般
的
で
は
な
い
の
で
、

そ
こ
に
は
別
の
思
想
の
源
泉
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
吳
宓
が
「
釋
落

芲
詩
」
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（
一
八
二
二
～
一
八
八

八
）
の
詩
か
ら
多
く
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現
技
法
を
得
た
と
吿
白
し
て

い
る
こ
と
に
㊟
目
し
た
い
。
實
際
に
、
第
七
首
で
、
語
り
手
の
詠
じ
る
對
象
か
ら
、

詩
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
、
表
現
上
の
洗
練
に
至
る
ま
で
、
吳
宓
が
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら

受
け
た
影
響
は
朙
確
で
あ
る
。
次
に
、
ア
ー
ノ
ル
ド
そ
の
人
と
吳
宓
と
の
つ
な
が

り
を
見
て
み
よ
う
。

ア
ー
ノ
ル
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
詩
人
で
あ
り
、
文
學
・
社
會

批
評
家
で
あ
る
。
特
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
嗜
好
や
風
俗
に
對
す
る
文
化
的
な

批
判
で
知
ら
れ
、『
文
化
と
ア
ナ
ー
キ
ー（

（2
（

』（
一
八
六
八
年
）
な
ど
の
著
作
で
「
エ

リ
ー
ト
主
義
文
化
」
の
使
徒
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
雜
誌
『
學
衡
』
の
精
神
的
、

文
化
的
な
西
洋
の
「
偶
像
（icon

）」
の
系
譜
は
、
バ
ビ
ッ
ト
か
ら
ア
ー
ノ
ル
ド

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
ア
ー
ノ
ル
ド
こ
そ
『
學
衡
』
が
大
衆
主
義
文
化
に
抵
抗

す
る
に
あ
た
っ
て
の
源
流
と
し
て
、
多
く
の
『
學
衡
』
同
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
て

い
た
。
吳
宓
は
ア
ー
ノ
ル
ド
の
詩
を
特
に
好
み
、『
學
衡
』
で
も
紹
介
し（

（2
（

、
そ
の

「
挽
歌
」（requiescat

）
を
一
九
二
三
年
に
五
言
古
詩
に
飜
譯
し
て
い
る
。

　

Requiescat	

　

吳
宓
譯
・
安
諾
德
《
挽
歌
》

Strew
 on her roses, roses,



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
一
三

ら
も
亡
く
な
っ
た
女
性
を
悼
ん
で
い
る
。
特
に
、「
挽
歌
」
の
最
後
の
ス
タ
ン
ザ

と
そ
の
吳
宓
譯
を
第
七
首
尾
聯
と
對
比
し
て
見
る
と
、
女
性
の
魂
が
地
上
の
遺
骸

か
ら
離
れ
彷
徨
っ
て
い
く
點
で
同
じ
で
あ
る
。
吳
宓
が
女
性
へ
の
追
悼
を
借
り
て

信
仰
心
や
精
神
性
の
喪
失
を
詠
ん
だ
と
い
う
假
定
は
唐
突
に
見
え
る
が
、
ア
ー
ノ

ル
ド
「
挽
歌
」
お
よ
び
譯
詩
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
れ
ば
、
女
性
と
い
う
比
喩
に

託
そ
う
と
し
た
意
味
を
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
吳
宓
の
落
芲
詩
は
、
女
性
の
生

活
の
苦
し
さ
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
「
挽
歌
」
と
異
な
り
、「
落
芲
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
介
在
さ
せ
、
信
仰
や
精
神
の
衰
え
を
示
唆
し
た
作
品
で
あ
る
點
が
異
な
る
。

「
落
芲
詩
」
の
第
七
首
以
外
で
も
、
吳
宓
は
ア
ー
ノ
ル
ド
の
表
現
を
借
り
て
い

る
。
例
え
ば
、「
挽
歌
」
の
「
勞
生
」（
第
一
ス
タ
ン
ザ
）
は
「
落
芲
詩
」
第
二
首

「
辛
勤
自
了
吾
生
事
」
に
示
唆
を
與
え
て
い
る
。「
孽
債
」（
第
三
ス
タ
ン
ザ
）
は
同

第
八
首
「
三
生
孽
債
供
迴
腸
（
三
生
の
孽
債
は
腸
を
迴
ら
す
〔
憂
い
〕
に
供
う
）」
に

使
わ
れ
た
語
彙
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
原
詩
を
確
認
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
譯
語
は
原
詩
の
語
彙
・
表
現
と
全
く
異
な
る
。
吳
宓
が
英
詩
を
中
國
古
典

詩
に
飜
譯
す
る
際
の
特
徵
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
論
述
さ
れ
て
い
る
。
特

に
「
挽
歌
」
に
關
し
て
は
、
中
國
古
典
詩
で
よ
く
使
わ
れ
る
古
い
語
彙
（old 

diction

）
と
古
い
形
式
（form

）
を
用
い
る
吳
宓
の
移
植
・
順
化
的
な
飜
譯
手
法

は
、
西
洋
詩
の
よ
う
な
新
鮮
な
對
象
と
出
會
っ
た
時
、
西
洋
詩
の
イ
メ
ー
ジ
體
系

を
十
分
に
傳
え
る
に
は
限
界
が
あ
る
、
と
吳
盛
靑
は
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、

吳
宓
が
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
表
現
技
法
（
立
意
遣
詞
）
ま
で
得
た
と
言
っ
た
も
の
の
、

そ
の
㊒
效
性
に
つ
い
て
は
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吳
宓
の
「
落
芲
詩
」
は
、
落
芲
と
い
う
文
化
的
象
徵
に
つ
い
て
新
し
い
視
點
を

與
え
、
發
表
さ
れ
た
後
、
多
く
の
友
人
や
詩
人
た
ち
が
同
題
の
詩
を
書
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
張
友
棟
の
「
和
雨
生
先
生
落
芲
詩（

（2
（

」
は
、
序
で
現
代
の
知
識
階
級
を
悼

む
旨
を
記
し
、
續
く
八
首
の
詩
で
、
朽
ち
果
て
た
芲
の
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
當

	

黃
土
可
栖
身
。	

黃
土
に
身
を
栖
む
可
し
。

H
er cabin ʼd, am

ple spirit,
	

小
鳥
困
樊
籠
，	

小
鳥
は
樊
籠
に
困き
わ

ま
り
、

It flutter ʼd and fail ʼd for breath.
 	

嬌
喘
怨
逼
窄
。	

嬌
喘
し
て
逼
窄
を
怨
む
。	

To-night it doth inherit
	

今
宵
從
所
㊜
，	

今
宵
㊜
く
と
こ
ろ
に
從
わ
ん
、

The vasty hall of death. 
	

廣
漠
此
窀
穸
。	

廣
漠
た
り
此
の
窀
穸

こ
の
詩
は
、
詩
人
が
踊
り
子
を
弔
い
、
彼
女
が
こ
れ
か
ら
安
ら
か
に
眠
れ
る
こ

と
に
對
し
て
羨

の
思
い
を
漏
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
は
踊
り
子
が
生
き
て
い
た
時

に
は
無
理
に
樂
し
げ
な
表
情
で
「
歌
や
踊
り
」
を
演
じ
、
い
つ
も
苦
勞
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
詩
人
は
、
彼
女
の
死
を
「
過
去
の
罪
業
が
償
わ
れ
、
大
地
に
休
め

る
」
と
考
え
て
い
る
。
吳
宓
「
英
詩
淺
釋
」
の
解
讀
に
よ
る
と
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の

こ
の
詩
は
、
古
い
宗
敎
的
信
仰
や
精
神
的
追
求
を
失
い
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い

信
仰
や
精
神
を
求
め
て
も
成
功
で
き
な
い
境
地
に
陷
っ
た
近
代
知
識
階
級
の
苦
し

み
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
斃
死
し
た
踊
り
子
を
弔
い
つ
つ
、
彼
女
を

歌
わ
せ
踊
ら
せ
た
人
々
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
誰
も
が
物
質
、

機
械
、
利
益
、
權
力
ば
か
り
を
求
め
る
時
代
の
弊
害
を
指
彈
し
て
い
る
の
だ
、
と

吳
宓
は
言
う
。
庸
俗
な
人
た
ち
が
欲

と
酒
の
快
樂
に
溺
れ
、
そ
れ
に
對
し
て
、

精
神
的
な
希
求
を
持
つ
人
は
苦
し
み
に
陷
る
。
後
者
に
屬
す
る
ア
ー
ノ
ル
ド
に
と

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
世
界
に
生
き
續
け
る
よ
り
も
、
踊
り
子
の
よ
う
に
死
ん
で
、

束
縛
か
ら
精
神
的
自
由
を
取
り
戾
し
た
方
が
ま
し
だ
っ
た
の
だ
。

吳
宓
の
「
落
芲
詩
」
第
七
首
を
ア
ー
ノ
ル
ド
「
挽
歌
」
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
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力
し
て
い
る
。
纖
細
さ
や
深
み
に
缺
け
る
ス
ト
レ
ー
ト
な
感
情
表
現
、
冷
僻
な
典

故
の
回
避
な
ど
に
は
、
吳
宓
の
詩
の
典
型
的
な
特
徵
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
新
し
い
素
材
を
古
い
詩
形
・
韻
律
に
組
み
込
む
過
程
で
、

あ
る
い
は
詩
的
着
想
に
表
現
の
形
式
を
與
え
る
段
階
で
、
吳
宓
は
二
十
世
紀
の
詩

想
に
相
應
し
い
新
し
い
詩
語
（
詩
的
表
現
）
の
創
造
を
放
棄
し
た
た
め
、
主
に
自

㊟
を
通
し
て
「
新
し
さ
」
を
傳
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、

吳
宓
の
詩
が
理
念
ど
お
り
の
成
功
を
充
分
に
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
だ

ろ
う
。
し
か
し
「
落
芲
詩
八
首
」
第
七
首
に
、
中
國
古
典
詩
に
西
洋
詩
の
長
所
を

取
り
込
も
う
と
す
る
吳
宓
の
努
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
强
調
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
第
七
首
の
女
性
像
は
、
吳
宓
が
西
洋
文
學
の
傳
統
に
お
け
る
女
性
像
と

中
國
固
㊒
の
文
化
的
象
徵
に
富
む
「
落
芲
」
像
の
融
合
さ
せ
た
結
果
に
ほ
か
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
第
七
首
を
起
點
と
し
て
、
吳
宓
が
西
洋
文
學
の
傳
統
に

お
け
る
女
性
像
を
い
か
に
受
容
し
、
詩
作
に
生
か
し
た
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
內

容
の
革
新
性
に
お
け
る
核
心
部
を
分
析
す
る
。

三
、
吳

の
詩
乁
び
詩
論
に
お
け
る
女
性
像
の
變
貌

「
落
芲
詩
八
首
」
第
七
首
は
女
性
の
死
を
暗
示
し
て
い
た
。
女
性
の
悲
運
と
關

連
づ
け
た
「
落
芲
」
は
、
吳
宓
の
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。「
落
芲
」

を
介
し
た
女
性
像
は
、『
楚
辭
』
以
來
の
中
國
文
學
で
美
人
を
主
君
、
香
草
を
忠

臣

ち
文
人
自
身
に
喩
え
、
讒
侫
な
者
に
廹
害
さ
れ
る
文
人
の
精
神
的
な
危
機
を

表
現
す
る
「
美
人
香
草
」
の
後
繼
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
男
性
文
人
の
傳
統
の

中
で
、
女
性
は
常
に
象
徵
と
さ
れ
、
世
俗
よ
り
一
段
階
レ
ベ
ル
の
高
い
忠
君
愛
國

の
思
想
・
衟
德
・
文
化
・
精
神
性
の
代
用
品
と
し
て
存
在
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

第
七
首
で
、
吳
宓
が
「
落
芲
」（
亡
き
女
性
）
で
宗
敎
的
信
仰
の
危
機
を
象
徵
さ
せ

た
の
は
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
吳
宓
は
中
國
古
典
文

時
の
知
識
階
級
の
缺
點
の
い
く
つ
か
を
語
っ
て
い
る
。
蕭
公
權
に
も
「
落
芲（

（2
（

」
八

首
が
あ
り
、
當
時
の
人
々
が
古
代
の
文
物
ば
か
り
を
大
切
に
し
て
、
傳
統
的
な
精

神
文
化
を
重
ん
じ
な
い
缺
落
感
や
、
新
文
化
運
動
派
の
學
識
や
行
動
の
淺
は
か
さ

な
ど
、
時
代
の
變
化
に
つ
い
て
詠
む
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
吳
宓
が
「
落
芲
」
を
過

渡
朞
の
知
識
人
階
級
の
心
理
と
結
び
つ
け
た
こ
と
を
繼
承
し
、
そ
の
上
で
「
落

芲
」
に
新
た
な
意
味
を
與
え
て
い
る
。

吳
宓
の
作
は
、
文
人
の
心
理
・
精
神
に
起
き
た
劇
變
を
古
代
か
ら
象
徵
し
て
き

た
落
芲
詩
の
系
譜
の
中
で
、
際
立
っ
た
特
徵
を
持
っ
て
い
る
。
時
代
に
應
じ
た
新

し
い
精
神
を
追
求
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
詩
の
內
容
は
、
國
家
、
時
代
、
自
ら
の

留
學
經
驗
、
文
學
、
衟
德
、
宗
敎
、
文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
陳
寶
琛
「
歬
落

芲
詩
」
に
は
な
い
物
語
性
と
廣
が
り
を
持
つ
。
し
か
し
、
時
代
精
神
と
い
っ
た
新

し
い
內
容
を
語
る
際
に
も
、
傳
統
の
裝
い
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
詩

人
の
自
律
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
精
神
・
信
仰
の
喪

失
を
表
す
た
め
に
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
女
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
借
用
し
た
こ
と
が
、

中
國
固
㊒
の
「
香
草
美
人
」
の
意
識
的
踏
襲
か
否
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
讀
者

に
新
奇
さ
を
悟
ら
せ
な
か
っ
た
。
吳
宓
に
よ
る
詩
的
表
現
の
借
用
は
、
中
國
の
傳

統
的
詩
語
を
譯
語
に
選
ぶ
こ
と
で
「
古
」
を
求
め
、
英
國
の
詩
人
の
痕
跡
は
ほ
ぼ

消
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
新
し
さ
を
追
求
し
つ
つ
古
い
形
式
に
固
執

し
た
ゆ
え
に
、「
落
芲
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
新
た
な
意
味
を
與
え
て
い
る
こ
と

は
、
自
㊟
に
朙
示
し
な
け
れ
ば
讀
解
困
難
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
友
人
た
ち
が

自
㊟
の
削
除
を
再
三
勸
め
て
も
、
吳
宓
は
削
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
、「
落
芲
詩
八
首
」
を
「
古
い
形
式
と
韻
律
に
新
し
い
素
材
を
取
り
入
れ

る
」
と
い
う
吳
宓
の
詩
的
主
張
の
一
例
と
し
て
、
第
七
首
を
中
心
に
檢
討
し
て
み

た
。「
落
芲
詩
八
首
」
は
、
七
言
律
詩
と
い
う
形
式
に
、
豐
富
な
時
代
及
び
個
人

の
新
鮮
な
經
驗
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
中
國
古
典
詩
の
美
學
も
維
持
し
よ
う
と
努



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
一
五

學
に
お
け
る
女
性
像
と
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
詩
の
そ
れ
と
の
近
似
性
を
無
視
し
、

も
っ
ぱ
ら
自
作
に
お
け
る
ア
ー
ノ
ル
ド
の
影
響
に
だ
け
言
及
し
た
。
こ
れ
は
、
女

性
を
文
人
が
理
想
的
對
象
と
し
て
作
品
化
す
る
の
は
西
洋
近
代
以
降
に
發
展
し
た

ロ
マ
ン
主
義
の
所
產
だ
と
吳
宓
が
理
解
し
、
中
國
の
文
學
傳
統
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
吳
宓
に
よ
る
と
、
西
洋
に
お
け
る
ロ
マ
ン
は
、

男
女
閒
の
戀
愛
情
事
に
限
ら
れ
ず
、
偉
大
な
思
想
や
俠
氣
あ
る
行
動
、
平
凢
や
庸

俗
の
超
越
、
功
利
性
や
私
欲
の
放
棄
ま
で
、
す
べ
て
ロ
マ
ン
の
領
域
に
入
る
。
近

代
ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
二
つ
の
重
要
な
要
素
は
、
女
性
に
對
す
る

4

4

4

4

4

4

尊4

敬4

及
び
自

然
に
對
す
る
崇
拜
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
女
性
に
對
す
る

4

4

4

4

4

4

尊4

敬
は
、
愛
す
る
女
性
に

4

44

4

4

4

4

4

4

自4

分4

の
理
想
を
託
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
キ
リ
ス
ト
敎
の
聖
母
マ
リ
ア
崇
拜
や
中

世
騎
士
階
級
の
吟
遊
詩
人
に
遡
れ
る
。
過
去
の
中
國
文
學
に
は
、
こ
う
し
た
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
特
質
が
缺
け
て
い
た
と
吳
宓
は
言
う
（
吳
宓
「
評
顧
隨
無
病
詞
味
辛
詞
」、

傍
點
は
筆
者
に
よ
る
）。

吳
宓
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
ロ
マ
ン
主
義
受
容
と
そ
の
評
價
こ
そ
、
彼
の
精
神

的
導
師
で
あ
る
新
人
文
主
義
者
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
バ
ビ
ッ
ト
と
の
閒
に
お
け
る
最
大

の
齟
齬
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

（2
（

。
バ
ビ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
近
代
以
降
の
衟

德
崩
壞
の
根
本
的
な
原
因
は
ロ
マ
ン
主
義
に
遡
る
。
バ
ビ
ッ
ト
の
著
作
『
ル
ソ
ー

と
ロ
マ
ン
主
義
』
は
、
ロ
マ
ン
主
義
は
個
人
の
感
情
や
自
由
を
過
度
に
重
視
し
、

社
會
の
衟
德
的
規
範
を
無
視
し
た
た
め
、
人
々
の
閒
の
秩
序
を
崩
壞
さ
せ
、
社
會

の
無
秩
序
を
招
い
た
と
述
べ
る（

（3
（

。
ま
た
吳
宓
の
弟
子
錢
鍾
書
が
師
の
人
格
を
分
析

し
て
以
降
、
吳
宓
は
、
ロ
マ
ン
主
義
を
討
つ
（crusade against Rom

anticism
）

新
人
文
主
義
の
理
想
と
、
自
分
の
內
心
を
貫
い
た
頑
固
な
中
國
ロ
マ
ン
主
義

（im
penitent Chinese rom

antic

）
の
詩
人
と
の
閒
で
苦
惱
し
、
悲
劇
的
な
運
命

を
た
ど
っ
た
人
物（

（3
（

と
し
て
常
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
吳
宓
の
女
性
に
對
す

る
姿
勢
か
ら
す
る
と
、
ロ
マ
ン
主
義
者
と
新
人
文
主
義
者
の
統
一
を
見
出
す
こ
と

は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
吳
宓
に
よ
れ
ば
、
ロ
マ
ン
主
義
の
傳
統
が
女

性
を
崇
拜
の
對
象
と
し
て
以
來
、
文
學
の
中
で
女
性
を
描
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た

が
、
こ
の
女
性
へ
の
尊
敬
の
念
は
、
自
己
抑
制
や
崇
高
な
理
想
主
義
と
常
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
こ
の
枠
組
み
の
中
で
は
女
性
が
依
然
と
し
て
理
想
へ
の
媒
介
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
主
義
を
解
讀
し
、
ロ
マ
ン
主

義
的
傳
統
に
お
け
る
女
性
描
寫
は
西
洋
文
學
の
傳
統
の
重
要
な
要
素
だ
と
吳
宓
は

認
識
し
、
中
國
へ
と
紹
介
し
た
。
ま
た
舊
體
詩
の
創
作
に
取
り
入
れ
う
る
四
つ
の

新
素
材
「
愛
國
傷
時
之
心
」「
生
活
忙
勞
之
苦
」「
浪
漫
之
情
趣
」「
現
代
人
之
心

理
」（
吳
宓
「
評
顧
隨
無
病
詞
味
辛
詞
」）
の
第
三
と
し
て
も
評
價
・
提
唱
し
、
そ
の

實
踐
は
彼
自
身
の
詩
作
、
飜
譯
、
あ
る
い
は
詩
の
鑑
賞
に
も
隨
所
に
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
吳
宓
の
詩
お
よ
び
詩
論
に
豐
か
に
現
れ
る
女
性
像
、
そ
の
全
體
を

通
じ
た
一
貫
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
吳
宓
が
稱
え
、
模
倣
し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
の

作
品
の
よ
う
に
、
女
性
は
單
な
る
詩
人
の
衟
德
の
象
徵
と
し
て
し
か
機
能
し
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
か
。「
情
」
と
い
う
要
素
は
、
吳
宓
の
「
女
性
―
衟
德
」
と
い
う

構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
次
に
、
英
國
の
ラ
フ

ァ
エ
ル
歬
派
の
詩
人
・
畫
家
ダ
ン
テ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（D

ante G
abriel Rossetti

一
八
二
八
～
一
八
八
二
）
に
對
す
る
吳
宓
の
紹
介
を
參
照
し
、
吳
宓
の
詩
文
に
お
け

る
女
性
像
の
變
貌
を
分
析
す
る
。

吳
宓
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
美
術
・
詩
歌
の
潮
流
で

あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
、
及
び
そ
の
一
員
で
あ
る
ダ
ン
テ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
を
中
國

へ
と
紹
介
し
た
の
は
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
生
誕
百
周
年
に
あ
た
る
一
九
二
八
年
の
「
羅

色
蒂
誕
生
百
年
紀
念
」（『
大
公
報
』
第
九
十
朞
、
一
九
二
八
年
五
⺼
十
四
日
、
の
ち
『
學

衡
』
第
六
十
五
朞
）
で
あ
る
。
吳
宓
に
よ
る
と
、
ダ
ン
テ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
ア
ー

ノ
ル
ド
と
の
比
較
對
象
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
宗
敎
的
信
仰
が
搖
ら
ぎ
つ
つ

あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
狀
況
に
直
面
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
は
、
社
會
で
宗



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
一
六

敎
に
代
わ
り
う
る
存
在
と
し
て
美
術
を
提
唱
し
た
。
繪
畫
、
彫
刻
、
音
樂
な
ど
の

硏
究
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
個
人
は
至
高
の
喜
び
を
得
、
世
俗
の
惱
み
が
消
え
、

高
尙
・
純
粹
な
領
域
に
入
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
吳
宓
に
と
っ
て
、
こ
う
し

た
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
の
主
張
は
、
精
神
的
な
眞
摯
さ
を
犧
牲
に
藝
術
に
ふ
け
る
、

肉
體
的
欲
求
を
滿
た
す
だ
け
の
、
宗
敎
を
冐
瀆
す
る
見
解
で
あ
り
、
世
の
中
の
人

を
欺
瞞
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
（
吳
宓
「
英
詩
淺
釋
」、『
學
衡
』
第
十
四
朞
）。
一
方
、

ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
社
會
問
題
に
對
す
る
積
極
的
な
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
藝
術
を
借
り
て
自
分
と
世
閒
を
欺
く
態
度
に
滿
足
せ
ず
、
常
に

宗
敎
と
理
性
の
ジ
レ
ン
マ
と
鬪
っ
て
い
た
。
ロ
セ
ッ
テ
ィ
と
ア
ー
ノ
ル
ド
の
當
時

の
社
會
に
對
す
る
考
え
方
の
違
い
を
根
據
に
、
吳
宓
は
德
性
と
理
性
を
守
る
ア
ー

ノ
ル
ド
を
選
ん
だ
。
こ
の
選
擇
は
、
二
人
の
詩
へ
の
評
價
に
も
引
き
繼
が
れ
る
。

ダ
ン
テ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
に
「
ジ
ェ
ニ
ー
」（Jenny

）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
吳
宓

は
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
生
誕
記
念
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
中
年
の
文
人

（
語
り
手
）
が
、
か
つ
て
知
り
合
っ
た
娼
婦
ジ
ェ
ニ
ー
と
の
再
會
及
び
そ
の
心
境
を

詠
ん
だ
作
品
と
し
て
紹
介
し
た
。
ジ
ェ
ニ
ー
が
娼
婦
の
仕
事
で
疲
れ
切
っ
た
場
面

が
詩
に
は
描
か
れ
、
文
人
は
こ
の
場
面
を
見
な
が
ら
、「
彼
女
の
人
生
は
極
め
て

慘
め
で
あ
り
、
世
閒
は
快
樂
を
求
め
る
こ
と
し
か
知
ら
ず
、
思
い
や
り
は
全
く
な

い
」
と
哀
れ
む
（「
羅
色
蒂
誕
生
百
年
紀
念
」）。「
ジ
ェ
ニ
ー
」
は
、
娼
婦
と
い
う
主

題
か
ら
も
、
女
性
へ
の
嘆
き
や
追
悼
と
い
う
詩
の
主
旋
律
か
ら
も
、
歬
述
の
ア
ー

ノ
ル
ド
の
詩
「
挽
歌
」
と
强
い
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
見
て
取
れ

る
。
し
か
し
、
吳
宓
は
、
二
つ
の
詩
の
微
妙
な
違
い
に
問
題
の
核
心
を
見
出
し
て

い
る
。

吳
宓
に
よ
る
と
、「
ジ
ェ
ニ
ー
」
に
は
人
衟
主
義
的
な
思
い
が
溢
れ
て
い
る
が
、

娼
婦
へ
の
哀
れ
み
に
止
ま
り
、
深
い
思
い
や
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
（「
英
詩
淺
釋
」）。

深
い
思
い
や
り
と
は
、
人
衟
主
義
と
は
對
照
的
な
人
文
主
義
の
精
神
、
す
な
わ
ち

人
類
一
般
を
超
え
る
格
段
に
高
い
精
神
的
・
衟
德
的
要
請
を
意
味
す
る
。
吳
宓
に

よ
れ
ば
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
、
純
粹
に
藝
術
家
で
あ
り
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
政

治
的
な
動
き
や
社
會
的
な
改
善
に
は
あ
ま
り
關
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。「
ジ
ェ
ニ

ー
」
で
も
そ
れ
ら
に
全
く
觸
れ
て
い
な
い
。「
ジ
ェ
ニ
ー
」
は
詩
人
の
詩
で
あ
り
、

個
人
の
感
想
だ
け
を
記
し
、
社
會
問
題
を
論
じ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
廢
娼

運
動
の
先
驅
け
で
も
な
い
（「
羅
色
蒂
誕
生
百
年
紀
念
」）。
一
方
、
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、

娼
婦
へ
の
追
悼
の
思
い
を
人
衟
主
義
豐
か
に
描
く
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
文
人
自

身
の
精
神
の
危
機
と
い
う
深
い
意
味
を
重
ね
る
。
だ
か
ら
こ
そ
吳
宓
は
ア
ー
ノ
ル

ド
の
書
き
方
を
好
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
女
性
を
描
く
際
の
二
つ
の
異
な
る
態
度

で
あ
る
。
吳
宓
に
と
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
詩
は
、
社
會
現
實
の
惡
弊
を
批
判
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
男
性
作
家
自
身
の
衟
德
的
理
想
を
揭
げ
る
こ
と
を
女
性
に
託
し

た
ア
ー
ノ
ル
ド
の
作
品
で
あ
る
。
一
方
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
作
品
に
現
れ
て
く
る
の

は
、
女
性
は
藝
術
作
品
の
主
人
公
と
し
て
固
㊒
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
が
主
張
し
た
藝
術
論
や
、
實
際
の
女
性
像
描
寫
に
も

通
じ
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
の
繪
畫
で
は
、
主
人
公
の
女
性
は
も
は
や
神
の

祭
壇
に
揭
げ
ら
れ
た
衟
德
的
に
完
璧
な
聖
女
で
は
な
く
、
畫
家
の
周
り
に
い
る
女

性
、
姉
妹
、
戀
人
、
友
人
が
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
繪
畫
の
中
の

女
性
た
ち
、
そ
の
世
俗
的
な
欲

、
耐
え
忍
ぶ
勞
苦
は
、
中
世
繪
畫
の
主
題
を
變

形
す
る
こ
と
を
通
じ
て
こ
そ
露
呈
さ
れ
、
當
時
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
女
性
の
地

位
の
實
態
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
吳
宓
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
歬
派
の
繪

畫
に
對
す
る
理
解
は
、
こ
の
世
俗
性
の
意
義
に
氣
が
つ
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
吳
宓
が
ダ
ン
テ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
「
祝
福
さ
れ
し
乙
女
」（The Blessed 

D
am

ozel

（
（3
（

）
の
圖
版
を
『
大
公
報
』
に
揭
載
す
る
際
も
、
繪
畫
理
解
に
と
っ
て
重

要
な
プ
レ
デ
ラpredella

（
基
部
の
繪
）
の
部
分
が
缺
落
し
て
お
り
、
完
全
と
は



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
一
七

言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

女
性
敎
育
や
女
性
の
權
利
な
ど
の
思
潮
が
臺
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
五
四
運
動
以
降

の
社
會
的
背
景
の
下
で
、
吳
宓
の
女
性
へ
の
㊟
視
は
單
に
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
を

受
け
た
だ
け
で
な
く
、
時
代
の
產
物
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
自
分
自
身

も
作
品
の
作
り
手
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
十
九
世
紀
ま
で
よ
り
も
複
雜
で
立
體

的
な
對
象
と
し
て
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
こ
の
時
代
の
女
性
は
、
そ
の
主
體
性
の

高
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
風
潮
の
中
で
、
吳
宓
は
女
性
へ
の
關
心
を
示
し

て
い
る
も
の
の
、
女
性
の
主
體
性
を
容
易
に
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
彼
が
女
性

を
稱
え
る
と
き
、
過
去
か
ら
女
性
に
附
隨
し
て
來
た
文
化
的
價
値
を
求
め
る
傾
向

が
あ
る
の
だ
。
例
え
ば
、
凌
叔
華
に
つ
い
て
、「
文
朙
と
高
雅
な
文
化
は
時
代
の

波
に
よ
り
失
わ
れ
る
が
、
こ
の
女
性
に
よ
っ
て
一
脉
が
傳
え
ら
れ
る
（
文
朙
雅
化

隨
波
盡
，
却
賴
香
閨
一
線
傳
）」（「
五
⺼
六
日
因
歆
海
之
邀
再
遊
崇
效
寺
看
牡
丹
賦
贈
同
遊

諸
君
」、『
吳
宓
詩
集
』
卷
七
）
と
し
、
女
性
こ
そ
が
中
國
の
傳
統
的
文
朙
と
文
化
の

維
持
者
だ
と
し
て
讚
え
ら
れ
る
。

吳
宓
が
作
っ
た
詩
に
は
、「
情
」
を
對
象
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
を
直
接
的
に
感

じ
と
り
、
率
直
に
書
い
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
單
に
自
分
の
戀
の
喜
び
や
惱
み
を

表
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
古
今
東
西
の
戀
の
物
語
を
典
據
と
し
て
集
め
、
吳
宓
は

詩
の
中
に
書
く
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
中
國
の
詩
の
歷
史
に
お
い
て
ご
く
ま
れ
な

こ
と
で
あ
る
。
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
遊
歷
し
て
い
た
と
き
、
ネ
ル
ソ
ン
記
念
碑

を
見
な
が
ら
、
ネ
ル
ソ
ン
と
ハ
ミ
ド
ン
夫
人
の
情
事
を
非
常
に
興
味
深
く
語
っ

て
、
詩
に
し
た
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
舊
居
を
訪
ね
た
時
も
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
夫

妻
に
つ
い
て
の
野
史
の
逸
話
を
詩
に
書
き
込
み
、
そ
の
妻
の
こ
と
を
「
長
年
に
わ

た
っ
て
ま
だ
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
）
同
じ
墓
に
い
る
の
は
こ
の
女
性
の
幸
運
だ
っ

た
（
百
代
尙
同
穴
，
幸
哉
嗟
此
嫗
）」（「
遊
莎
士
比
亞
故
鄕
」、『
吳
宓
詩
集
』
卷
十
二
）
と

書
い
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
シ
ェ
リ
ー
像
の
歬
で
は
、
シ
ェ
リ
ー
の
知

己
で
あ
り
戀
人
で
あ
っ
た
メ
ア
リ
ー
に
つ
い
て
、「
一
目
で
知
己
と
な
り
、
家
族

を
捨
て
て
そ
の
ま
ま
彼
に
つ
い
て
行
っ
た
（
一
見
成
知
己
，
棄
家
徑
追
隨
）」（「
牛
津

☃
萊
像
及
遺
物
」、『
吳
宓
詩
集
』
卷
十
二
）
と
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
愛
情
を
高
く
讚

え
て
い
る
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
宮
殿
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女
王
メ
ア
リ
ー
の
寫
眞

を
見
た
後
に
詠
ま
れ
た
詩
の
大
半
は
、
女
王
の
情
事
や
噂
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
詩
の
中
の
女
性
像
は
、
常
に
男
性
に
從
屬
す
る
存
在
と
し
て
、

「
情
」
を
論
じ
る
た
め
の
𣷹
え
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

吳
宓
の
女
性
へ
の
賞
贊
は
、
女
性
が
男
性
の
側
に
あ
っ
て
男
性
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
―
「
橫
海
雄
圖
傳
裔
女
，

門
耆
德
媲
歬
修
。
蓬
萊
合
住
神
仙
眷
，
勝

絕
人
閒
第
一
流
（
臺
灣
海
峽
に
跨
る
祖
父
唐
景
崧
の
壯
圖
を
孫
娘
は
受
け
繼
ぎ
、
名
門
陳

家
の
傳
統
の
德
は
先
人
に
匹
敵
す
る
。
蓬
萊
で
共
に
暮
ら
す
仙
人
夫
婦
は
、
こ
の
世
で
最

高
の
存
在
で
あ
る
）」（
陳
寅
恪
と
夫
人
唐
篔
を
詠
じ
た
「
賀
陳
寅
恪
新
婚
」、『
吳
宓
詩
集
』

卷
九
）、
あ
る
い
は
主
體
と
な
る
男
性
に
寄
り
𣷹
う
こ
と
が
で
き
る
か
―
「
依
人

小
鳥
態
憨
癡
（
小
鳥
の
よ
う
に
男
性
に
愛
ら
し
く
も
た
れ
か
か
り
無
邪
氣
で
か
わ
い
ら
し

い
）」（
陳
仰
賢
を
詠
じ
る
。「
南
遊
雜
詩
」、『
吳
宓
詩
集
』
卷
十
）
と
い
う
點
が
評
價
基

準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

師
で
あ
る
吳
宓
の
人
柄
と
詩
を
最
も
よ
く
知
る
錢
鍾
書
に
よ
れ
ば
、
吳
宓
の
舊

體
詩
創
作
、
特
に
「
情
」
を
讚
え
た
戀
愛
詩
に
は
、
か
つ
て
の
中
國
文
學
の
傳
統

に
は
な
か
っ
た
誠
實
さ
と
眞
劍
さ
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
輕
薄
な
冗
談
、
淫
ら
な

粗
野
さ
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
中
國
文
學
の
戀
愛
詩
の
傳
統
に
含
ま
れ
て
い
る
エ

ロ
チ
ッ
ク
（
香
艷
）
な
要
素
も
な
い
。
で
は
、
こ
の
誠
實
さ
と
眞
劍
さ
の
由
來
を

ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。
吳
宓
が
影
響
を
受
け
た
二
つ
の
西
洋
文
學
の
傳
統

を
擧
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い（

（3
（

。
一
つ
は
ロ
マ
ン
主
義
の
傳
統
、
も
う
一
つ
は

ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
バ
ビ
ッ
ト
が
受
け
繼
い
だ
人
文
主
義
の
傳
統
で
あ
り
、
吳
宓
は

こ
の
二
つ
を
融
合
さ
せ
て
お
り
、
特
に
女
性
に
對
す
る
描
寫
に
顯
著
に
表
れ
て
い
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る
。
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
の
傳
統
は
、
女
性
を
崇
拜
の
對
象
と
し
て
、
自
ら
の
理
想

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
と
ら
え
、
詩
の
中
に
位
置
づ
け
た
。
そ
の
上
で
、
吳
宓
は
ア

ー
ノ
ル
ド
や
バ
ビ
ッ
ト
の
影
響
を
受
け
、
男
性
文
人
自
身
の
衟
德
と
融
合
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
て
、
詩
人
の
自
己
像
が
女
性
に
投
影
さ
れ
、
詩
人

の
衟
德
的
要
求
が
讚
美
さ
れ
て
い
る
女
性
に
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
論
に
代
え
て
　
吳

の
舊
體
詩
の
革
新
を
め
ぐ
る
評
價

『
吳
宓
詩
集
』
の
出
版
は
大
き
な
流
れ
こ
そ
起
こ
さ
な
か
っ
た
が
、
友
人
や
弟

子
の
閒
で
讀
ま
れ
、
唱
和
の
作
を
生
ん
だ
。
彼
ら
讀
者
の
評
價
か
ら
、
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
、
當
時
の
舊
體
詩
の
創
作
及
び
評
價
全
般
に
共
通
す
る
問
題

―
新
詩

に
ど
う
向
き
合
う
か
、
舊
體
詩
に
革
新
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
に
革
新
し
て
い
く

べ
き
な
の
か

―
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
稿
冐
頭
で
紹
介
し
た
周

予
邃
と
張
載
人
の
場
合
、
舊
體
詩
を
過
去
の
惰
性
で
書
い
て
い
て
は
な
ら
ず
、
吳

宓
の
詩
は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
形
成
の
契
機
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
を

强
く
持
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
吳
宓
が
「
古
い
形
式
に
新
し
い
素

材
を
取
り
入
れ
る
」
と
い
う
主
張
の
實
踐
者
の
ひ
と
り
と
み
な
し
て
い
た
友
人

凌
宴
池
も
、「
落
芲
詩
八
首
」
に
つ
い
て
、
新
し
さ
を
極
端
に
求
め
て
い
る
た
め
、

韻
律
及
び
色
彩
感
に
よ
く
な
い
影
響
が
出
て
い
る
と
評
し
て
い
る
（『
吳
宓
詩
集
』

卷
首
の
凌
宴
池
「
吳
雨
生
詩
評
」）。
當
時
、
凌
宴
池
の
よ
う
な
中
國
古
典
詩
の
傳
統

を
身
に
つ
け
た
者
は
、
吳
宓
の
革
新
性
を
認
め
つ
つ
も
、
舊
來
の
古
典
詩
の
評
價

體
系
を
使
っ
て
吳
宓
の
缺
點
を
測
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

繰
り
﨤
す
と
、
吳
宓
の
舊
體
詩
創
作
は
、
傳
統
の
形
式
を
守
り
な
が
ら
、
そ
こ

に
新
し
い
素
材
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
素
材
と
は
、
時
代
の
急
激

な
轉
換
に
よ
る
政
治
的
、
文
化
的
、
精
神
的
な
變
化
と
、
特
に
吳
宓
の
場
合
は
、

西
洋
詩
の
傳
統
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
し
か
も
、
西
洋
詩
の
傳
統
（
內
容
か
ら
詩

形
ま
で
）
を
よ
り
徹
底
的
に
取
り
入
れ
た
新
詩
と
は
異
な
り
、
吳
宓
は
中
國
の
傳

統
的
な
詩
の
形
式
（
詩
形
・
韻
律
）
と
、
中
國
の
古
典
詩
の
美
的
特
質
に
一
致
す

る
語
彙
を
捨
て
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
吳
宓
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
本
稿
で
檢
討

し
た
「
落
芲
詩
八
首
」、
特
に
第
七
首
に
お
い
て
朙
ら
か
で
あ
る
。
吳
宓
は
、
詩

に
そ
の
時
代
特
㊒
の
經
驗
や
自
身
の
西
洋
文
學
の
素
養
を
多
く
取
り
入
れ
よ
う
と

し
た
が
、
讀
者
が
作
品
の
「
新
し
さ
」
を
發
見
す
る
に
は
、
自
㊟
や
序
に
賴
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
吳
宓
が
新
素
材
を
詩
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と
を
躊
躇
し

た
結
果
、
新
し
い
內
容
と
古
い
詩
的
表
現
に
テ
ン
ポ
の
ず
れ
が
生
じ
て
う
ま
く
同

朞
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
吳
宓
は
西
洋
詩
の
傳
統
か
ら
讚
美
の
對
象
と
し
て
の

「
女
性
」
像
を
借
用
し
、
舊
體
詩
を
革
新
す
る
た
め
の
新
素
材
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
吳
宓
の
女
性
及
び
戀
愛
（
情
）
へ
の
直
接
的
で
朙
確
な
姿
勢
で
の
描
寫
は
、

中
國
の
傳
統
的
な
戀
愛
詩
を
超
え
た
革
新
的
な
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
實
際

に
は
吳
宓
は
依
然
と
し
て
女
性
を
男
性
か
ら
み
た
理
想
像
と
し
て
描
こ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
白
話
で
書
か
れ
た
戀
愛
詩
ほ
ど
の
反
響
は
な
く
、
吳
宓
自
身
の
戀

愛
事
情
や
噂
話
を
面
白
が
る
た
め
の
話
の
種
に
さ
れ
た
と
い
う
事
實
も
、
吳
宓
の

革
新
の
限
界
性
を
示
唆
す
る
。

最
後
に
、
一
九
三
五
年
以
歬
の
吳
宓
の
舊
體
詩
創
作
に
つ
い
て
、
再
考
し
て
お

き
た
い
。
王
風
は
、
文
學
革
命
ま
で
の
時
點
で
傳
統
的
な
詩
文
は
す
で
に
何
も
書

け
な
く
な
っ
て
い
た
、
そ
れ
ゆ
え
新
文
學
が
生
ま
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い

う
胡
㊜
型
の
「
新
文
學
」
の
思
考
モ
デ
ル
は
極
め
て
危
險
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る（
（3
（

。
二
十
世
紀
初
頭
、
舊
體
詩
／
詞
の
創
作
が
、
新
詩
の
臺
頭
と
そ
れ
が
若
い
知

識
人
の
閒
に
起
こ
し
た
波
紋
に
直
面
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
吳
興

華
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
新
詩
に
比
べ
れ
ば
、
舊
體
詩
の
讀
者
は
ま
だ
面
的
に
廣

く
、
享
受
力
の
レ
ベ
ル
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
詩
の
典
據
の
體
系
を
共
㊒
し
、
詩
形

の
難
易
や
得
失
に
通
曉
し
て
い
る
。
讀
者
と
作
者
の
關
係
は
、
新
詩
よ
り
舊
體
詩



「
落
芲
」
の
革
新
　

一
一
九

（
５
）　

既
存
の
硏
究
と
し
て
は
、
高
恆
文
「
論
吳
宓
的
詩
」（
二
〇
〇
二
年
）、
王
彪
「
吳

宓
舊
體
詩
創
作
論
」（
二
〇
一
六
年
、
華
中
師
範
大
學
修
士
論
文
）、
余
婉
卉
「
跨
文

化
的
詩
與
思:

吳
宓
歐
遊
雜
詩
探
析
」（
二
〇
一
八
年
）、
李
勈
「
吳
宓
歐
遊
雜
詩
的

歐
洲
印
象
與
詩
體
意
識
」（
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
十
分
と
は
言
い
難
い
。

（
６
）　

胡
先
驌
「
梅
盦
憶
語
」、『
子
曰
叢
刊
』
第
四
朞
、
一
九
四
八
年
。

（
７
）　

“Correspondence: To the Editor-in-Chief of Tʼien H
sia

”、『
錢
鍾
書

英
文
文
集
』、
外
語
敎
學
與
硏
究
出
版
社
、
二
○
○
五
年
、
六
十
六
頁
。

（
８
）　

張
載
人
、
雜
誌
『
餘
力
』
の
「
社
員
動
態
」
に
よ
る
と
、
杭
州
中
學
の
國
語
敎
員
、

紹
興
の
冀
山
中
學
の
國
語
敎
員
を
經
て
國
防
部
情
報
局
で
編
集
者
と
し
て
勤
め
た
こ

と
が
あ
る
（『
餘
力
』
一
九
四
七
年
、
第
十
二
、
十
三
朞
）。『
新
力
週
刊
』（
一
九
三

八
～
一
九
四
一
）
を
編
集
し
て
い
た
。
新
詩
に
は
「
詩:

给L.Shuchuen

」、「
晨

風
」
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

（
９
）　

張
載
人
「
讀
吳
宓
詩
集
後
」、『
中
心
評
論
』
一
九
三
六
年
第
八
朞
、
二
十
九
～
三

十
頁
。

（
10
）　

周
予
邃
「
讀
吳
宓
詩
集
後
」、『
實
報
半
⺼
刊
』、
一
九
三
六
年
第
二
一
朞
、
三
九

～
四
一
頁
。

（
11
）　
「
詩
意
與
理
貴
新
，
而
格
律
韻
藻
則
不
可
不
𦾔
」、「
餘
生
隨
筆
」、『
淸
華
週
刊
』

（
12
）　
「
論
今
日
文
學
創
造
之
正
法
」、「
書
人
境
廬
詩
草
自
序
後
」、「
評
顧
隨
無
病
詞
味

辛
詞
」

（
13
）　
「
落
芲
詩
八
首
」、『
學
衡
』
第
六
十
四
朞
、
一
九
二
八
年
十
一
⺼
。
後
に
『
吳
宓

詩
集
』
に
收
錄
。

（
14
）　
「
近
讀
王
靜
安
先
生
臨
殁
書
扇
詩
，
由
是
興
感
，
遂
以
成
詠
，
亦
自
衟
其
志
而
已
」、

「
落
芲
詩
八
首
」
序
、「
京
國
集
下
」、『
吳
宓
詩
集
』
卷
九
。

（
15
）　

原
題
は
「
次
韻
遜
敏
齋
主
人
落
芲
四
首
」。『
滄
趣
樓
詩
文
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
、
一
八
〇
頁
。

（
16
）　

葉
嘉
瑩
「
一
位
晚
淸
詩
人
的
幾
首
落
芲
詩
」、『
風
景
舊
曾
諳
葉
嘉
瑩
談
詩
論
詞
』、

の
方
が
緊
密
で
あ
っ
た（

（3
（

。
吳
宓
の
舊
體
詩
の
實
踐
は
、
二
十
世
紀
に
大
量
に
書
き

續
け
ら
れ
て
い
た
舊
體
詩
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
傳
統
的
な
形
式
や
古
典

的
な
美
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
彼
が
編
集
し
た
雜
誌
『
學
衡
』
の
文
化
的
理
想
に
も

通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
盛
ん
だ
っ
た
同
光
體
や
南
社

な
ど
の
詩
派
と
は
異
な
り
、
吳
宓
は
晚
淸
の
「
詩
界
革
命
派
」
を
基
盤
に
、
二

十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
の
新
世
界
に
お
い
て
、
孤
獨
に
戰
っ
て
い
た
。

刻
々
と
變
化
す
る
世
界
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
留
學
で
西
洋
文
學
の
傳
統
に
馴
染
ん

で
い
た
吳
宓
は
、
世
紀
末
の
知
識
階
級
が
直
面
す
る
苦
惱
と
絕

を
世
界
的
な
視

野
で
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
吳
宓
は
舊
體
詩
だ
け
を
書
く
文
人
の
空
閒
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
新
文
學
運
動
に
對
し
て
戰
い
を
挑
ん
だ
。
こ
う
し
た
古
い
形
式

へ
の
こ
だ
わ
り
と
新
し
い
も
の
へ
の
希
求
は
、
吳
宓
の
著
作
全
體
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
吳
宓
の
舊
體
詩
の
實
踐
は
完
璧
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
十

世
紀
初
頭
に
新
し
い
文
化
的
潮
流
を
作
ろ
う
と
し
た
一
知
識
人
の
記
錄
と
し
て
、

鮮
や
か
な
像
を
結
ぶ
だ
ろ
う
。

　

㊟
（
１
）　

吳
盛
靑
、
高
嘉
謙
「
抒
情
傳
統
與
維
新
時
代:

一
個
視
域
的
形
構
（
導
言
）」、『
抒

情
傳
統
與
維
新
時
代
』、
上
海
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
三
頁
。

（
２
）　

朱
自
淸
編
『
中
國
新
文
學
大
系
・
詩
集
』、
上
海
良
友
圖
書
印
刷
公
司
、
一
九
三

五
年
。

（
３
）　

本
論
の
底
本
は
、
中
國
國
家
圖
書
館
數
字
化
㊮
源
の
『
吳
宓
詩
集
』（
中
華
書
局
、

一
九
三
五
年
）
の
畫
像
で
あ
る
。
吳
學
昭
整
理
本
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
七
年
）

は
一
九
七
三
年
ま
で
の
作
品
を
補
う
。

（
４
）　
『
學
衡
』
揭
載
の
吳
宓
に
よ
る
文
學
的
論
考
で
硏
究
者
に
㊟
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
論
新
文
化
運
動
」、「
詩
學
總
論
」、「
論
今
日
文
學
創
造
之
正
法
」
な
ど
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
二
〇

一
九
三
四
年
、
後
に
『
吳
宓
詩
集
』
卷
十
三
に
收
錄
。

（
28
）　
『
吳
宓
詩
集
』
卷
首
、
序
跋
、
徐
震
堮
「
論
歐
遊
雜
詩
㊟
」

（
29
）　

例
え
ば
、
沈
衞
威
は
、
吳
宓
の
人
生
に
お
い
て
、
衟
德
的
理
想
を
表
す
新
人
文
主

義
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
感
情
を
表
す
神
祕
的
な
女
性
が
常
に
對
立
し
、
吳
宓
を
極
度

に
苦
し
め
て
い
た
と
論
じ
た
（『
回
眸
”學
衡
派
“』、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九

九
年
、
二
四
一
〜
二
四
二
頁
）。

（
30
）　Irving Babbitt, Rousseau and Rom

anticism
, H

oughton M
ifflin 

Com
pany, 1919.

（
31
）　

“Correspondence: To the Editor-in-Chief of Tʼien H
sia

”、『
錢
鍾
書

英
文
文
集
』、
六
七
頁
。

（
32
）　
「
祝
福
さ
れ
し
乙
女
」
は
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
同
名
の
詩
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
一
八
七
一
年
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
友
人
や
パ
ト
ロ
ン
に
繰
り
﨤
し
要
請
さ
れ
、

彼
の
最
も
㊒
名
な
詩
の
插
繪
を
制
作
し
た
。
一
八
七
七
年
か
ら
は
、
パ
ト
ロ
ン
に
賴

り
な
が
ら
繪
の
下
部
で
あ
る
プ
レ
デ
ラ
の
制
作
が
續
い
た
。
吳
宓
が
雜
誌
『
學
衡
』

に
揭
載
し
た
圖
版
に
は
、
プ
レ
デ
ラ
が
缺
落
し
て
い
る
。

（
33
）　

“Correspondence: To the Editor-in-Chief of Tʼien H
sia

”、『
錢
鍾
書

英
文
文
集
』、
六
十
九
頁
。

（
34
）　

王
風
「
”近
代
文
學
“
”新
文
學
“
”現
代
文
學
“
諸
問
題
」、『
世
運
推
移
與
文
章

興
替
―
中
國
近
代
文
學
論
集
』、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
五
頁
。

（
35
）　

吳
興
華
「
現
在
的
新
詩
」、『
吳
興
華
全
集
・
沙
的
建
築
者:

文
集
』、
廣
西
師
範

大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
六
十
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